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論　　文　　の　　要　　旨

　最近，1つの遺伝子がコードする1つの蛋自質が全く異なった2つ以上の機能を持っていることが見いだされ，

多機能蛋自質と呼ばれている。その種類や機能に関しては一部を除いてほとんど明らかになっていない。

　本論文において，著者は蛋白質合成におけるペプチド鎖伸長因子（e1O㎎ati㎝faCtOr王α；班一五α）がアク

チン繊維を束ねる働きを持つ多機能蛋自質であることを明らかにした。さらにEF－1αによるアクチン繊維の

束形成の調節機構も解明した。論文全体は3章から構成されている。

　第一章において，繊毛虫テトラヒメナの14n服繊維に結合する蛋白質を2次元電気泳動法によって同定し，こ

の蛋自質の遺伝子をクローニングし，その全塩基配列を決定した。その結果，この蛋白質がEF－1αであるこ

とが判明した。

　第二章においては，テトラヒメナよりEF一王αを精製し，EF｛αがテトラヒメナのアクチンやウサギ骨格筋

アクチンと1：1で結合し，それらのアクチン繊維を東ねることを共沈実験や電子顕微鏡観察によって明らかに

した。また，服一ユαによるアクチン繊維の束形成能の性質を調べた結果，岬やイオン強度が重要であること

がわかった。

　第三章においては，EF－1αによるアクチン繊維の束形成の調節機構を調べた。その結果，ペプチド鎖伸長因

子としてのEF一ユαの活性はGTPによって制御されているが，EF－1αによるアクチン繊維の東形成はCa2＋と

カルモジュリンによって制御されていること，そしてCa2＋とカルモジュリンはEF一ユαとアクチンの1：1複

合体中のEF－1αに結合することによってアクチン繊維の束形成を阻害することが明らかになった。

審　　査　　の　　要　　旨

　本研究は蛋白質合成の伸長因子として重要な働きをするEF－1αが細胞骨格蛋白質であるアクチンと相互作

用をすることを示し，EF－1αが多機能性を持つことを示したものである。これは蛋自質合成とアクチン細胞骨

格という細胞内で重要な働きをする普遍的なシステムにEF－1αが関与することを示し，生命活動における多

機能蛋白質の重要性を示唆したものとして評価できる。

　また，EF－！αの2つの機能，蛋白質合成の伸長因子としての機能とアクチン繊維の束形成の機能が，細胞の
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シグナル伝達系の重要な調節因子であるGTPとCa2斗とカルモジュリンによってそれぞれ調節されていることを

明らかにした。細胞内でのアクチン繊維のダイナミックな構造構築とその崩壌，すなわち細胞質分裂時の収縮環

の形成・崩壊や，活発に運動している細胞内でのアクチン繊維束の形成・消失などの調節機構はシグナル伝達の

観点から多くの研究者の注目するところである。本研究の結果は，主に伽砂伽oの実験から得られたものであるが，

アクチン繊維から形成された構造の形成と崩壊の調節機構を解明するための糸口を与えるものとして高く評価で

きるものである。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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